
今日で１学期が終わりました！今日で１学期が終わりました！

今 日 で １ 学 期 が 終 了 し ま し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス も 東 京 で は ４

度 目 の 緊 急 事 態 宣 言 が 出 さ れ 、 オ

リンピックも無観客となりました。

全 国 的 に 感 染 力 の 強 い デ ル タ 株 に

感 染 す る 人 が 増 加 し て 、 感 染 の 更

な る 拡 大 が 大 変 心 配 で す 。 本 市 に

おいては、教育関係者のワクチンの優先接種が７月中旬から始

まり、本園の職員も第一回目の接種を完了し、第２回目は３週

間後となります。今後も、職員を含め感染リスクを減らす取組

を継続していきたいと思います。

１学期の保育参観は、新型コロナ対策で、クラス毎の参観と

しました。参観アンケートを通して、多くの皆様からご意見を

いただき感謝申し上げます。主

に「 」の様子を観てい自由遊び

た だ き ま し た が 『 子 ど も が 自、

らやりたい遊びを選び、友達と

関わり合いながら、生き生きと

遊 ぶ 姿 を 見 る こ と が で き ま し

た 』 と の ご 感 想 を 多 く の 保 護。

者の皆様からいただきました。

２学期も、子どもの興味や関心

を大切にして、遊びが更に広がり深まっていくように考えてい

きたいと思います。

また、２１日から夏期保育（７/2１～3０・8/２３～3１）

が始まります。この間「 」に向けて取組も開始しま秋の運動会

す。厳しい暑さが予想されるので、熱中症対策をしっかりして

取り組んでいきます。保護者の皆様に

おかれましては、今後も引き続き園の

活動にご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。

令和３年７月２０日

池内幼稚園 職員一同

７～９月の主な行事予定
７ 月
２ １ ( 水 ) ７ 月 夏 期 保 育 開 始 ～ ３ ０ ( 金 )

コ ロ コ ロ 広 場 ( 未 就 園 児 事 業 ) 1 0 : 0 0
３ ０ ( 金 ) P T A 本 部 役 員 会 1 9 : 0 0
８ 月

２ ( 月 ) 預 か り 保 育 開 始 ～ ２ ０ 日 ( 金 ) ま で
1 2 日 ( 木 ) ～ 1 6 日 ( 月 ) は 園 閉 鎖

２ ３ ( 月 ) ８ 月 夏 期 保 育 開 始 ～ ３ １ 日 ( 火 ) ま で
２ ６ ( 木 ) ８ 月 誕 生 会 1 0 : 3 0

環 境 美 化 作 業 8 ： 3 0 ～ 1 0 : 0 0２ ８ ( 土 )
９ 月

午 前 保 育１ ( 水 ) ２ 学 期 始 業 式
早 朝 ・ 午 後 預 か り 有

３ ( 金 ) コ ロ コ ロ 広 場 ( 未 就 園 児 事 業 ) 1 0 : 0 0
９ ( 木 ) ９ 月 誕 生 会 1 0 : 3 0

通 常 保 育１ １ ( 土 ) 運 動 会 予 行
早 朝 ・ 午 後 預 か り 有

( 運 動 会 予 行 1 1 日 の 振 替 )１ ３ ( 月 ) 振 替 休 業 日
午 前 保 育２ ４ ( 金 ) 運 動 会 前 日 準 備

早 朝 ・ 午 後 預 か り 有
秋 の 運 動 会 ( 午 前 中 )２ ５ ( 土 )

２ ６ ( 日 ) 運 動 会 予 備 日
振 替 休 業 日２ ７ ( 月 )

( 運 動 会 2 5 日 の 振 替 )

消防自動車の放水を見学！
７月１５日（木）に火災を想定した避難訓練を行いました。訓

練の後に、昨年度に引き続き西消防署より消防自動車に来ていた

だきました。車庫の横で待機していた消防車が園庭に入って来る

と と子ども達も大喜び！。「 」「 」うわぁ！消防車や！ カッコいい！

その後、園庭で放水の様子を見学しました。ホースから勢いよ

く出る水しぶきを間近に見て感動！消防士さんから、避難の心得

「お・か・し・も・ち （おさない・かけない・しゃべらない・も」

を聞きました。子ども達は、放水が終どらない・ちかづかない）

わって消防自動車の姿が見えなくなるまで、一生懸命に手を振っ

ていました。火事は、いつ、どこで起きるか分かりません。もし

火事が起こった場合は、自らの命を守ることを第一に、今日教え

てもらったことを活かして安全に避難したいと思います。

☆目指す子ども像
○ が ん ば る 子
○ や さ し い 子
○ 元 気 な 子
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